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序
いわゆるイギリスロマン派詩人たちが活躍した時代は，ヘレニズム復興が顕著であり，古典神話や
古代ギリシアを題材にした詩が，詩人独自の手法で生み出されていた。中でも，キーツが創作した，
ギリシア神話の羊飼いの青年エンディミオンを主人公とする長編物語詩 Endymionは，セクシャルな
表現の多い点で，Blackwood’s Edinburgh Magazineを始めとする保守系雑誌に危険視され（１），古典神
話の低俗化の一端として捉えられていた。一方，同紙は，ワーズワースに関して次のように賞賛して
いる。
It[Dido] will remind those acquainted with his early works, of the Laodamia. . . The truth is, 
that among all the English poets who have written since Milton, there is none, except Gray, 
who has ever caught the true inspiration of the Grecian Lyre with the same perfect dignity 
as the great poet of the Lakes.（２）
ワーズワースこそがギリシアの威厳を損なうことなく受け継いでいる詩人であると高く評価してい
る。本稿では，古典神話を主題にした‘Laodamia’で，ワーズワースが古典神話の登場人物である二
人の主人公に与えた役割をそれぞれ考察し，当時の古典神話の扱われ方の一端と古典神話の受容自体
が多様となっていた社会について合わせて論及していきたい。
「ラーオダメイア」は 1814年，Rydal Mountにて執筆され，翌 1815年に出版された。1814年は
The Excursionが出版された年でもあるが，ワーズワースの中で，長男の大学での古典教育の必要性
から，古典文学，特にウェルギリウスへの関心が再び高まっていた時期でもあった（３）。この頃，ワー
ズワースは，主要な古代ローマの詩人の作品を読み，ウェルギリウスの The Aeneidを翻訳するなど
している（４）。また，「ラーオダメイア」は，ギリシア神話の登場人物である夫婦の愛情を扱っている
ため，自然への愛などを主題にすることの多いワーズワースの作品の中では，珍しいタイプの作品で
あるといってよいだろう。Charles Lambは，この詩の作者がワーズワースであるとは想像すらしな
かったと言っているほどである（５）。まず，「ラーオダメイア」のあらすじと創作の背景を見ていきた
い。冒頭は主人公であるラーオダメイアのモノローグで始まる。夫に先立たれたラーオダメイアは，
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ジョウブに祈りを捧げ，再び夫に会えるようにしてほしいと懇願する。彼女の必死の祈りは聞き届け
られ，夫がマーキュリーに連れられ現れる。だが，夫のこの世での滞在は，三時間とジョウブの命令
で決められていた。再会に喜ぶ妻に対し，夫は次のように語り出す。
And something also did my worth obtain;
For fearless virtue bringeth boundless gain.
Thou knowest, the Delphic oracle foretold 
That the first Greek who touched the Trojan strand
Should die; but me the threat could not withhold:
A generous cause a victim did demand;
And forth I leapt upon the sandy plain;
A self-devoted chief — by Hector slain. （‘Laodamia’ 41–48, italics mine（６））
妻に再会した夫が，まず語ったのは，トロイアの土地に最初に足を踏み入れた者は死ぬというアポ
ロの神託を恐れることなく，自ら犠牲となりヘクトールに殺されたという勇猛果敢な武功であった。
以下，夫婦の対話形式で話は進み，最後に夫はあの世で再び一つになることを妻に説く。約束の三時
間が過ぎ，マーキュリーが再び現れ，ジョウブとの約束どおり，夫は地上から姿を消してしまう。同
時に妻のラーオダメイアも息絶えてしまう。
Thus all in vain exhorted and reproved,
She perished; and, as for a wilful crime,
By the just Gods whom no weak pity moved,
Was doomed to wear out her appointed time,
Apart from happy Ghosts, that gather flowers
Of blissful quiet ’mid unfading bowers. （158–63）
夫の教えを聞き入れなかった彼女は，寿命をすり減らし，夫のいるエリュシオンで「幸福な霊魂」
になることはなく，物語の幕は閉じられてしまう。
先行研究では，この詩は，夫の死という現実を受け入れられず，悲しみに暮れ，自身の感情を抑え
ることのない妻の過度な情熱をワーズワースが非難しているという立場がある。また最近では，1812
年に Catherineと Thomasという二人の幼子を半年のうちに亡くしたワーズワース夫妻の悲しみの
中で書かれたものとする立場などがある。また，プローテシラーオスにではなく，ラーオダメイア
の激しい情熱にこそ詩人が自身の影を見ているという点で，性差を乗り越えて対象に自己を投影さ
せる詩人の記念碑的な作品としてみる立場もある。他には Jean Hagstrum, Lawrence Lipking, Donald 
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Reiman, Judith Pageらによるワーズワースの男性性と関連付ける批評もある。
ある批評家は，1814年という年に起きたワーズワースの個人的な出来事がこの詩に与えた影響に
ついて触れている。妻メアリーとの結婚生活で穏やかな日々を送っていたはずのワーズワースに突如
降りかかった，かつての自分の行いが引き起こした問題，そこから距離をおきたいという願望が，現
実世界から遠く離れた古典神話の世界という題材を選ばせたと指摘する（７）。この詩の創作の背景は，
註釈で次のように述べられている。
The incident of the trees growing & withering put the subject into my thoughts, and I wrote 
with the hope of giving it a loftier tone than, so far as I know, has been given to it by any of 
the ancients who have treated of it. It cost me more trouble than almost anything of equal 
length I have ever written.（８）
１．プローテシラーオスと当時の古典神話の男性像
先に引用した註釈によれば，「ラーオダメイア」は，「これまで書いた同じくらいの長さのいずれの
作品よりも苦労した」作品であるが，「より高尚な雰囲気を与えられればよいと考えて書いた」とあ
る。ワーズワースは，自らの作品に古代の詩人たちが扱ってきたよりも，「高尚な雰囲気」を意識的
に付与しようとしたことが考えられる。この詩を書くにあたって，ワーズワースは『アイネーイス』
の第六巻に刺激されたといわれるが（９），そもそもラーオダメイアに関しては，オウィディウスの
Heroidesの中にある書簡形式の詩，‘Laodamia to Protesilaus’が有名である。また，109行目以降に関
しては，この二つ以外に，Euripidesのギリシア悲劇 Iphigenia in Aulisも参照したことは間違いない。
「ラーオダメイアからプローテシラーオスへの手紙」では，戦に向かった夫を待つ妻の深い愛情が示
されているが，恋愛詩という性質上，「高尚」な雰囲気はほとんどない。
それでは，ワーズワースが自らの作品を通じて示したかった「高尚な雰囲気」とは一体どのような
ものであろうか。まず，自らの命を惜しまず国家の勝利に報いたプローテシラーオスが披露する武功
は，叙事詩然とした高尚な雰囲気を詩全体に与えるのに役立っているといってよいだろう。プローテ
シラーオスは，この世で再び愛し合うことがないのなら，夫を追って死のうと口にする妻を遮って，
愛についての自分の考えを語る。
He spake of love, such love as Spirits feel
In worlds whose course is equable and pure;
No fears to beat away — no strife to heal — 
The past unsighed for, and the future sure;
Spake of heroic arts in graver mood
Revived, with finer harmony pursued;
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. . . 
Yet there [worlds] the Soul shall enter which hath earned
That privilege by virtue.  — “I’ ll,” said he.　　　（97–110）
それは争いも恐れもないエリュシオンでの平穏な愛であり，美徳によってその特権は得られるもの
と夫はいう。彼は間違いなく祝福された人が死後住むエリュシオンでの愛を享受できるものである。
その根拠として，彼は自らの美徳すなわち，おのれの命を捧げた英雄的行為について再び語りだす。
The wished-for wind was given: — I then revolved
The oracle, upon the silent sea;
And, if no worthier led the way, resolved
That, of a thousand vessels, mine should be
The foremost prow in pressing to the strand, — 
Mine the first blood that tinged the Trojan sand. 
. . . 
In soul I swept the indignity away:
Old frailties then recurred: — but lofty thought,
In act embodied, my deliverance wrought.　（121–26, 136–38）
ナポレオン戦争を経験し，愛国心の高まっていたイギリス国民にとって，古典神話は ethosを求め
るのに格好の素材であり，国家に仕え戦地に赴く男たちの軍事的英雄のイメージは彼らが模範とすべ
き対象であった。パブリックスクールと大学では愛国的な義務が，具体的な行動を通して教え込まれ
ていた。パブリックスクールの校長たちは全国的な募金活動に参加し，イギリス海軍の勝利を祝福す
ることを生徒たちに奨励していた。また，古典学のカリキュラムにも，ある種の愛国的な理念が表れ
ていた。古代ギリシア・ローマ文学と古代史の講義では，戦争，帝国，武勇，国家のための犠牲にま
つわる話題が幾度も繰り返された。この時代にパブリックスクールと大学において表彰された詩や小
論文の中には，先のような題材と並んで，男性的な英雄崇拝を表現した作品が多い。国家のために命
を惜しまず戦地で散っていく古典神話の英雄たちは愛国心を鼓舞するものであり，人々の間で信奉さ
れていた。「真っ先に自らの命を捧げる」（‘Laodamia’ 48）プローテシラーオスは当時の人々，特にエ
リート層が古典神話に求める「高尚な雰囲気」を持った英雄の典型といえるだろう。
ところで，詩人がこの詩の創作に苦労したことは 1820年，1827年，1832年，1836年，1840年，
1843年，1845年，1849年というように幾度も繰り返される改定の多さが物語っている。改定の中で
重要なのはラーオダメイアの裁きに関する箇所である。ワーズワースは当初“judge her gently”と，
ラーオダメイアを「罪なきもの」（“without crime”）として登場させているが，その後，彼女に厳し
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い罰を与えている（10）。1827年版では，彼女の死んだ理由を，“not without the crime”とし，1840年
版では「罪にいたるほどのすさまじい熱情」（“from passion desperate to a crime”）とし，本稿で引用
している 1845年版では，彼女の「意固地な罪」が強調される。繰り返される改変と，1845年版の「意
固地な罪」“a willful crime”の前にある“as for”という語句からも，最後まで，詩人がラーオダメイ
アへの裁きについて迷っていたことが窺える。一度はラーオダメイアをエリュシオンに送ることを試
みたが，彼の頭の中には常に『アイネーイス』で描かれるように，不幸な恋人たちのいる冥府に彼女
を送るという選択肢があったことは間違いない。彼はラーオダメイアの哀れな末路の原因を，夫の熱
心な教えを無視する彼女の浅薄さとしている。
As first written the heroine is dismissed to happiness in Elysium. To what purpose then the 
mission of Protesilaus. . . at present she is placed among the unhappy ghosts for disregard of 
the exhortation. Virgil also places her there. . . but compare the two passages and give me 
your opinion.（11）
改定に伴い，死後エリュシオンに行くというラーオダメイアの幸福な結末を描くことをワーズワー
スに躊躇させるのは，夫に課された「使命」である。詩人は夫婦の幸福な結末よりも，三時間の制
限つきでこの世に再び存在することを許された夫の果たすべき使命こそを重要と考え，描くべきもの
とみなしている。この詩は，夫婦の強い愛情を詠う恋愛詩ではなく，然るべき使命のために蘇った夫
と，その教えを聞き入れず死んでゆく哀れな妻を描いた高尚な悲劇であることが，この一節から明確
になる。「ラーオダメイア」は，当初‘Poems founded on the Affections’に分類されるも，後の改変後，
‘Poems of the Imagination’として知られる詩のグループに属することになる（12）。
２．「使命」の意味
プローテシラーオスは古典神話の英雄像を体現するだけではなく，妻の激しい情熱を諫める夫とい
う役割も演じている。
Be taught, O faithful Consort, to control
Rebellious passion: for the Gods approve
The depth, and not the tumult, of the soul;
A fervent, not ungovernable, love.
Thy transports moderate; and meekly mourn
When I depart, for brief is my sojourn.　（73–78）
蘇った夫が亡霊でないと知り，再び夫婦の口付けを請う妻に対し，夫は彼女の愛を「厄介な熱情」
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と呼び，妻がそうした感情を抑えることを望んでいる。夫は妻がとらわれている愛を「魂の乱れ」
（“the tumult, of the soul”）とし，理性で抑えられる愛こそ，神が良しとする正しい愛だという。そも
そも，この両者の対話には温度差が顕著に見られる。夫は「恐れを知らない勇敢さが限りない利益を
もたらす」（42）と述べ，わずかな時間ではあるがこの世に蘇ることが出来たのは，自分の勇敢さと
いう美徳にほかならないと自身を誇りに思っているのに対し，妻は「死の岸辺に駆り立てたあなたの
比類なき勇敢さを嘆くのはもう止めます」という。妻は，結果的に夫を死に追い込んだ勇敢さを恨ん
でいることが明らかである。
両者の温度差は，妻の情熱を非難し，正しい愛の姿を冷静に説く彼の態度によって一層強固なもの
となる。
And Thou, though strong in love, art all too weak
In reason, in self-government too slow;
I counsel thee by fortitude to seek
Our blest re-union in the shades below.
The invisible world with thee hath sympathized;
Be thy affections raised and solemnized.　（139–44）
夫は，理性的に自己を抑えられない妻の情愛を非難し，この世で結ばれることではなく，死後の世
界で精神的な気高い愛で結ばれることを勧める。こうした両者の対照的な描き方には詩人の意図を感
じずにはおれない。もちろん女性のセクシャリティが男性的な勇ましい美徳の脅威となることは英雄
の活躍する作品ではありふれている。『女主人公たち』で描かれる，戦地にいる夫に向けて綴ったラー
オダメイアの手紙，アイネイアースとディードー，テーセウスとアリアドネーの関係しかりである。
だが，ワーズワースは，英雄プローテシラーオスに，以下のように語らせる。
“Learn, by a mortal yearning, to ascend — 
Seeking a higher object. Love was given,
Encouraged, sanctioned, chiefly for that end;
For this the passion to excess was driven — 
That self might be annulled: her bondage prove
The fetters of a dream, opposed to love.” （145–50）
求愛する妻を拒むプローテシラーオスは，自らの死で示した美徳を誇るだけでは満足せず，自分の
美徳にふさわしい態度を妻がとることを求め，教えを諭す。プローテシラーオスは，熱情が激しいも
のへと駆り立てられるのは，より高貴なものを求めて高みに昇るという唯一の目的ゆえであり，熱情
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で自我を縛り付けることなく，自我を消滅させることが本来の愛であると説く。こうした教えを説き，
妻の考えを変えることが，ワーズワースが蘇ったプローテシラーオスに与えた使命であり，この教え
の分からない妻ラーオダメイアには不幸な最後を用意するほかないのである。
３．ラーオダメイアとエマ・ハミルトンの影
Judith Pageは，死んだ夫の復活を神に請う妻の誓願で始まる冒頭の詩行に対し，「この情欲の奔放
さは，すぐ後の詩行とあいまって，より一層激しくなる」と指摘する（13）。 
So speaking, and by fervent love endowed
With faith, the Suppliant heavenward lifts her hands;
While like the sun emerging from a cloud,
Her countenance brightens — and her eye expands;
Her bosom heaves and spreads, her stature grows;
And she expects the issue in repose. （7–12）
「情欲の奔放さ」と表現される彼女の必死に祈る姿は，祈りを捧げる彼女の肉体の描写でより強烈
なものとなる。以下は，ラーオダメイアの激しい情熱が顕著に見られる箇所の一節である。
“No Spectre greets me, — no vain Shadow this;
Come, blooming Hero, place thee by my side!
Give, on this well-known couch, one nuptial kiss
To me, this day, a second time thy bride!”
Jove frowned in heaven: the conscious Parcae threw
Upon those roseate lips a Stygian hue. （61–66）
ワーズワースは基本的に，先に挙げた三つの古典神話で語られるラーオダメイアのエピソードに忠
実であるが，ページは，ラーオダメイアの性質に見て取れる過度なセクシャリティ，肉体への執着を，
オウィディウスの『女主人公たち』のラーオダメイア像と一致すると指摘する。だが，詩人の描く情
熱的で肉感的なラーオダメイアに影響を与えたものとして，古典神話の女性像をめぐる当時の文化を
考察することもまた十分に意味があるだろう。
18世紀の終わりから 19世紀の初頭にかけ，アティチュード（“Attitudes”）と自ら呼んだポーズを
取り，古典神話の女神や女性をモチーフにし，絵のモデルになって世間を騒がせていた女性がいた。
ネルソン提督の恋人であり，ナポリ公使William Hamiltonの妻であった Emma Hamiltonである。画
家 George Romneyが描いたエマの肖像画は有名である。その多くで，エマは古典神話の女神や女性，
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中でもバッコス神の巫女やキルケのような肉感的な女性に扮している。上半身をあらわにした彼女の
演技は，スキャンダラスな人生とともに揶揄されることも多かった。そもそも彼女が古典神話を題材
にするようになったのは彼女が若いころ働いていた“Temple of Health”がきっかけであった。そこ
の医者である James Grahamは奇怪な治療を患者に与えていた。彼女はギリシア神話の健康の女神で
ある Hygeiaに扮し，薄いガーゼの布を纏い，ほぼ半裸の状態で，患者を案内する役目と心を安静に
するための歌を歌う役割を担っていた（14）。
もともとはウィリアム・ハミルトンが，ナポリの自宅に来る客人をもてなす目的であったエマのア
ティチュードが，多くの貴族，芸術家，作家らを魅了したのは確かであった。彼女を高く評価する
ものの中にはゲーテも含まれていた。彼女の演技は，そのテーマにふさわしいとあれば，ほぼ全裸の
状態であったという評判だったので，中傷の的となることもしばしばだった。彼女の死後出版された
Memoirs of Emma, Lady Hamiltonでは彼女の表現について‘Having once condescended to become the 
living representative of the most voluptuous characters of the Grecian mythology, she made no scruple 
of giving to each libidinous figure all the force and attraction of the naked truth.’と説明されている。彼
女がアティチュードを行っていた時，すでに愛人の関係にあったウィリアム卿は 1764年から 1800年
までイギリス大使としてナポリに駐在していた。Peter Pindarの筆名で知られる英国の風刺作家 John 
Wolcotは，古物収集家でもあったウィリアム卿（15）が古典神話の女神を演ずるエマと結婚したことを
皮肉って次のように述べている。‘It is really true — the Knight is married to a beautiful virgin, whom 
he styles his Grecian. Her attitudes are the most desirable models for young artists.’1803年にウィリア
ム卿が亡くなり，ネルソンも第二子妊娠中のエマを残して海へ戻った。エマは孤独で，ネルソンの帰
りを待って物狂いのようになった。エマの生んだ女の赤ん坊は数週間しか生きられず，エマはギャン
ブルや金の浪費に日々を過ごした。彼女は風刺画で扱われることも多く，James Gillrayは戦地に赴
くネルソンに見捨てられたエマを，アイネイアースに捨てられ自殺したディードーになぞらえ，Dido 
in Despair!で辛らつに描いている。画家や風刺画家，名だたる文化人たちとの交流からも，エマが古
典神話のイメージ，特に女性像に与えた影響ははかりしれないほど大きかったことがうかがえる。
「ラーオダメイア」の執筆が 1814年であり，この年にエマは 49歳になっていたが，ネルソンとの
間に出来た娘 Horatiaを連れてイングランドを去り，カレーへと向かった。また，この年には Letters 
of Nelson to Lady Hamiltonが出版されていた。もちろん古典神話にエロティックなイメージを付与し
たのはエマだけではないが，「情欲の奔放さ」の目立つラーオダメイアには，ワーズワースが依拠し
たとされる『アイネーイス』や「女主人公たち」以上に，古典神話とそれに関係した文化をめぐる当
時の風潮が影を落としていたことは否めない。
４．プローテシラーオスとネルソンの影
ナポリ公使ウィリアム・ハミルトンと年の離れた妻エマ，そして国家の英雄ネルソンの不思議な三
角関係は国民の関心の的であった。ワーズワースもまたネルソンに大きな関心を寄せていた。1805
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年 10月 21日のネルソン提督の訃報を受け，1805年の終わり，または 1806年の始めに，‘Poems of 
Sentiment and Reflection’に分類されている‘Character of the Happy Warrior’という一編の詩を書い
ている。以下が註である。
Lord Nelson carried most of the virtues that the trials he was exposed to in his department 
of the service necessarily call forth and sustain, if they do not produce the contrary vices. 
But this public life was stained with one great crime, so that, though many passages of these 
lines were suggested by what was generally known as excellent in his conduct, I have not 
been able to connect his name with the poem as I could wish, or even to think of him with 
satisfaction in reference to the idea of what a warrior ought to be.（16）
ワーズワースにとって，国家的英雄であるネルソンが，人妻であるエマと恋愛関係にあったことは，
英雄としての模範的な人生を穢す，紛れもない「大罪」（“one great crime”）である。この「幸福な
戦士の性質」は heroic coupletで書かれ，以下のように理想の戦士の姿が詠われる。
Who is the happy Warrior? Who is he
That every man in arms should wish to be?
. . . 
Who. . . 
But makes his moral being his prime care;
Who, doomed to go in company with Pain,
And Fear, and Bloodshed, miserable train!
. . . 
— ’Tis he whose law is reason; who depends
Upon that law as on the best of friends. （‘Character of the Happy Warrior’）
この戦士の姿は，より高尚な使命を持って，「ラーオダメイア」のプローテシラーオスへと受け継
がれる。ワーズワースは，プローテシラーオスを通じて，現実世界には存在が難しい，いかなる罪に
も穢されない模範たりうる英雄像を提示しているといえる。先に見たように，そのあるべき英雄とし
ての使命は，妻を教え導くことであった。ワーズワースの描くプローテシラーオスは，エリート層た
ちが理想とする英雄の姿であるが，このような英雄像への憧憬が顕著だったのは，大土地所有者で最
高の家柄を誇る貴族たちよりも，わずかな資産しか持たず，立場の正当性を証明しなければならない
新興のエリート層たちであった。ノーフォークの牧師の家庭に生まれたホレイシオ・ネルソンもまた
こうした新興のエリート層たちと同じ出自であり，国家の大英雄となった。ネルソンの親戚には有力
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な高級役人がいたが，彼の家族はわずかな土地と金しか持たなかった。名声をつかむには，栄誉を手
にしなければならなかった。ネルソンが実践していたきわめてロマンティックでありながら観衆を意
識した役者根性も，彼が入り込もうとしていた階層においては典型的に見られたものであった。勲章
や軍服など，国家への奉仕を誇示する小道具に特別の関心をはらう態度は，この頃のイギリス，そし
てナポレオン時代のヨーロッパのエリート層全体に共通していたのである（17）。
ワーズワースは「幸福な戦士の性質」で詠われる戦士はネルソンではなく，船の沈没で亡くなった
弟のジョンであると註の中で明示している（18）。だが，この詩の後半では，名もなき兵士として死んで
いったジョンと対照的に，明らかに国家の英雄で，死後も名声を残すネルソンを意識している箇所が
ある。ワーズワースにとって大事なのは，「理性を法とする」戦士にならんとする心であり，それが
国家の英雄だろうが，一介の兵士であろうが変わりはないとし，両者に大きな差を見出していない。
Henry Crabb Robinsonは1815年5月の日記において，ワーズワースの創作の特徴について述べている。
The poet himself, as Hazlitt has well observed, has a pride in deriving no aid from his 
subject. It is the mere power which he is conscious of exerting in which he delights, not 
the production of a work in which men rejoice on account of the sympathies and sensibili-
ties it excites in them. Hence he does not much esteem his Laodamia, as it belongs to the 
inferior class of Poems Founded on the Affections. Yet in this, as in other peculiarities of 
Wordsworth, there is a German bent in his mind.（19）
ここから「ラーオダメイア」は，少なくとも，ワーズワースと親交があるロビンソンにとって，「共
感や感性のために人々が喜ぶ作品」であったことが分かる。
結　　論
「ラーオダメイア」は同時期に書かれた‘Dion’,‘Ode to Lycoris’,‘Artegal and Elidure’ととも
に‘The poet has drawn forth the lively admiration of readers the most adverse to the peculiarities of 
his system（20）.’と評されている。New Monthly Magazineは次のように評している。‘No one can read 
his Dion, his Laodamia, and the most majestic of his sonnets, without perceiving that he has power to 
endow the stateliest shapes of old mythology with new life, and to diffuse about them a new glory（21）.’
ワーズワースは古典神話に基づいた「ラーオダメイア」において，既存のそしてとりわけ，新興のエ
リート層が一様に理想像として求めた「理性を法とする」愛国心溢れる英雄を，また古典教育を受け
た階級の人々によって閉ざされていた古典世界が，いくぶん行き過ぎたエロティシズムと化したもの
の，エマに代表される世俗的な文化にまで広がったことを象徴する官能的なヒロインを描いた。この
詩がロビンソンの指摘したように当時の人々の感性に訴えかけるものであったのは間違いない。詩人
は，古典神話という古びた虚構世界に，古典神話の受容が多様化する生き生きとした当時の世相を織
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り込んでいたのである。
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